
【機密性２】
※機密性は以下を参考に、適切に変更・表示し、以下の記述を削除してください。また、取扱制限等（例１：関係者限り、例２：公表までの間）については必要に応じて追加してください。
秘密文書相当、機微な個人情報を含む場合は【機密性３】／公開を前提としない場合は【機密性２】（公開前の案の段階なども含む）／公開可能な場合は【機密性１】
地球規模生物多様性概況第５版（GBO5）（2020/9）のポイント①

• 「生物多様性戦略計画2011-2020及び愛知目標」の最終評価として生物多様性条約事務局が各
締約国の「国別報告書」とIPBESアセスメント等をもとにまとめたもの（2020年９月15日公表）。

• ほとんどの愛知目標についてかなりの進捗が見られたものの、20の個別目標で完全に達成できたもの
はない。

• 2050年ビジョン「自然との共生」の達成には、「今まで通り（business as usual）」から脱却し、社
会変革が必要。

①愛知目標の20の個別目標のうち完全に達成で
きたものはないが、６つの目標が2020年の達成
期限までに部分的に達成と評価。

※20の個別目標に含まれる60の「要素」の内、

－７要素が達成

－38要素が進捗

－13要素が進捗がなかったか後退

－2要素の進捗は不明

とされた。

②未達成の理由として、愛知目標に応じて各国
が設定する国別目標の範囲や目標のレベルが、
愛知目標の達成に必要とされる内容と必ずしも
整合していなかったことを指摘。

愛知目標と達成状況：部分的に達
成した目標：６（黄色囲み）、未達成
の目標：１４（赤囲み）
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土地と森林

ワン・ヘルス 漁業と海洋食料シス
テム
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淡水 気候行動

消費の削減

持続可能な生産

他の圧力の低減

気候変動関連
の行動

保全／再生

・「今まで通り（business as usual）」からの脱却、社会変革
（transformative change）が必要。
・個別ではなく連携した対応が必要。
・これにより、生物多様性の低下を止め、増加に転じさせること
で、2030年以後に生物多様性のネット・ゲインを実現する可能
性を指摘。

生物多様性の損失を低減し回復させるための行動

2050年ビジョン達成に向けて移行（transition）が
必要な8分野

①土地と森林・・・生態系の保全・再生

②持続可能な淡水・・・水質改善、侵略的種防除、連続性の確保

③持続可能な漁業と海洋・・・海洋及び沿岸生態系の保護・再生、
漁業再建、水産養殖業の管理

④持続可能な農業・・・アグロエコロジー等の農業システムの再設
計、生物多様性への悪影響を最小限にした生産性向上

⑤持続可能な食料システム・・・肉と魚の消費を抑えた植物主体の
食生活、廃棄物の大幅削減

⑥都市とインフラ・・・「グリーンインフラ」の展開、都市及びインフラ
の環境フットプリント低減

⑦持続可能な気候行動・・・化石燃料の段階的かつ速やかな廃止、
自然を活用した解決策（NbS）

⑧生物多様性を含んだワン・ヘルス・・・生態系や野生生物の利用
を管理し、健全な生態系と人の健康を促進 出典：Global Biodiversity Outlook 5

(Secretariat of the Convention on Biological Diversity, 2020)

出典：Global Biodiversity Outlook 5
(Secretariat of the Convention on Biological Diversity, 2020)
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COP15（中国・昆明）：ポスト2020生物多様性枠組の採択及び関連する実施手段の検討

ポスト2020生物多様性枠組の検討プロセス
• 公開ワーキンググループ（OEWG：①2019/8ﾅｲﾛﾋﾞ、②2020/2ローマ、③（時期未定）カリ
• 地域別ワークショップ（アジア太平洋地域ワークショップを2019年1月に名古屋で開催）
• テーマ別ワークショップ
• パートナー組織による会合（ランドスケープアプローチに関する専門家テーマ別ワークショップを2019年9月に熊本で開催）

• 文書での意見募集
• 条約補助機関会合（2019/11：SBSTTA23、2021年：SBSTTA24・SBI3）
• 愛知目標の最終評価（GBO5） 等
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IPBES第７回総会（フランス･パリ）

生物多様性と生態系サービスに関する地球規模評価報告書政策決定者向け要約の承認

生物多様性国家戦略2012-2020を閣議決定2012

2010

2020 

2021

次期生物多様性国家戦略の策定

生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）を愛知県名古屋市で開催
 愛知目標（戦略計画２０１１－２０２０）採択
 名古屋議定書採択

2019

• 2020年を目標年とする愛知目標は、新たな目標がCOP15（2021年５月／中国）で決定される。

• 次期生物多様性国家戦略は、新たな世界目標を踏まえて2021年中に策定する予定。

ポスト2020生物多様性枠組・次期生物多様性国家戦略策定に向けた流れ

次期生物多様性国家戦略の検討プロセス（次期生物多様性国家戦略研究会）
環境基本計画、国内の科学的知見、生物多様性等の総合評価（JBO3）、現行国家戦略の最終
評価、五箇勉強会の成果等を踏まえて、生物多様性による社会変革の観点も含めて検討

COP12（韓国・ピョンチャン）：愛知目標の中間評価（GBO4）
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